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1． はじめに 

等辺山形鋼（以下「アングル」と記す）は規格製品のため安定した形状，品質が得られることから目的に

応じた設計，製作が比較的容易である．そのため，土木や建築分野においてアングルを用いたブレースは様々

な構造部材に使用され，構造物の安定性，耐震性能向上に寄与している．近年，構造物の耐震性能向上のた

めに，制震性能を付加した座屈拘束ブレースが開発されるなど，ブレースに関する研究開発 1)が精力的に行

われているが，依然として鋼製橋梁における対傾構や，ト

ラス形式の鉄塔など，アングルを用いたブレースの適用事

例は多く，常時荷重以上の軸力が作用した場合の変形性能

を定量的に評価することは重要である． 

先の報告 2)では，著者らによって繰り返し引張軸力が作

用した時のアングルブレースの破壊挙動に関して報告した.

そこで，本研究では，アングルに制震性能を付加するため

の検討の一つとして，アングルを背合わせにしたブレース

を高力ボルトでガセットプレートに接合し，引張および圧

縮の繰り返し軸力が作用する場合のブレース挙動とボルト

接合部の補強効果について報告する． 

2． 実験概要 

(1) 実験供試体の種類 

 本実験の供試体は，Fig.1 に示すように全長 2440mm，辺

長さ 75mm，厚さ 6mm のアングルの両端を，ガセットプレ

ートを介して 2 面背合わせでボルト接合した．Fig.2 に示す

ように, アングル端部のボルト接合部を厚さ 6mm の板を

溶接し，補強したものを比較用として用意した． 

(2) ブレース材および接合部の設計 

アングルの部材長さ，およびボルト接合部の細部に関す

る設計式を Table1 および Table2 に示す．接合部は部材への

作用力と部材の全強の 75%の大きい方の力に対して設計す

る必要があるため，作用力はブレース材の全強に等しいも

のとし，接合に使用するボルト本数は Table2 に示す,ブレー

ス材の許容引張力(244.4kN)を用いて決定した． 

(3) 荷重載荷方法 

載荷はブレースの軸方向荷重制御により行い，Fig.3 に示すように繰り

返し荷重を漸増させた．はじめに公称降伏応力(235MPa)を用いて算出し

た降伏荷重の半分を引張，圧縮側に 2 回作用させ，その後設計上のボル

トのすべり耐力をわずかに上回る荷重を作用させ，その後は降伏荷重の

1 割の荷重を漸増させた． 

Fig.1 実験供試体 
(単位：mm)

Fig.2 アングル端部の補強図
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Table1 ブレース材の設計 

使用ボルト M20 (F10T) 摩擦接合

許容ボルト力 Fb Fb = 38.9×10
3
N (ボルト1本当り)

使用ボルト本数 n = Pta/(Fb×2) = (244.4×10
3
)/(38.9×10

3
) = 3

Table2 接合部の設計 

Fig.3 漸増載荷図 
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